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第 2 章 冷却速度依存的な OPO/POP 2 成分混合系の分子間化合物形成について 
 OPO:POP = 5:5 混合物を用いて、急冷条件と徐冷条件の結晶化挙動を比較したところ、
冷却速度 5 ℃/min での徐冷条件では、以前の報告と同様に分子間化合物の形成が確認さ
れたが、冷却速度 40 ℃/min での急冷条件では、分子間化合物が形成しないことが明らか





第 3 章 組成及び冷却速度依存的な OPO/POP 2 成分混合系の分子間化合物について 
 本章において OPO:POP の組成比を 5:5 から 6:4、または 4:6 に変化させ急冷条件下にて
結晶化挙動の観察を行ったところ、OPO 組成比の多い OPO:POP = 6:4 混合物では、5:5
混合物を用いた時と比べ、低い冷却速度で分子間化合物が形成しなくなることが明らかに






第 4 章 等温結晶化における OPO/POP 2 成分混合系の分子間化合物形成について 
産業的な冷却設定温度による結晶化を模倣した等温結晶化実験により、POP:OPO = 5:5
混合物では結晶化温度 12 ℃~10 ℃で分子間化合物が単相で形成することが明らかになっ
た。また、OPO:POP = 6:4 混合物では 14 ℃~6 ℃で分子間化合物が単相で形成したが、






第 5 章 総括と今後の展望 
 第 2 章から第 4 章で得られた知見をまとめ、今後の展望を述べた。 
 
以上の研究は、分子間化合物を利用した新たな固体脂代替技術ならびに産業的な結晶化条
件下における油脂の結晶化挙動を示すものであり、分子間化合物の産業的な応用に極めて
有効な知見を与えると期待される。 
 
以上，審査の結果，本論文の著者は博士（農学）の学位を授与される十分な資格があるも
のと認められる。 
 
